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研究成果の概要（和文）：　この研究は圧痕法の実証的研究推進のための二つの主な目的をもつ。一つはモンゴル、ロ
シア、韓国と日本の初期農耕を圧痕法によって探ること、そしてもう一つは植物考古学研究における圧痕法の理論的・
方法論的特質を確立することである。
　研究の結果、各地における初期農耕の導入時期とその特徴および今後の問題点を明らかにできた。さらには貯蔵食物
害虫を初めとする家屋害虫の成立過程に関する証拠を得ることができた。また、圧痕法の特質を明らかにし、軟X線に
よる調査を基軸にした圧痕の悉皆調査法を開発した。これらは今後の圧痕法による研究の推進の基礎となる。

研究成果の概要（英文）：　This study has two main purposes for substantial study promotion of the 
impression method. One is to investigate initial agriculture in Mongolia, Russia, Korea and Japan by the 
impression method. The other is to establish a theoretical and methodological position of the method in 
botaniarchaeological study.
　As a result of the study, I was able to clarify introduction time of the initial agriculture in each 
region and the characteristics and future problems. Besides, I was able to get the evidence about the 
establishment process of the house pests to be naive in stored food pests. In addition, I clarified the 
characteristics of the indentation method and developed the complete survey method of the impression 
research with the investigation by the soft X ray as the base. I believe the method and the theory we 
developed will be basic for future promotion of the study by the impression method.

研究分野： 考古学
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１． 研究開始当初の背景 
 2005年より活性化した「レプリカ法」を用い
た土器圧痕研究は我が国の植物考古学とくに初
期農耕史の解明に大きなパラダイムシフトを迫

る成果を挙げた。それは、先の科研研究（国内
外の 180 の遺跡においておよそ 40 万点の土器
片を調査）において、アズキ・ダイズの起源地

の特定、本州地域と沖縄本島における大陸系穀
物（イネ・ムギ類・キビ・アワ）の渡来時期の
特定、世界最古の貯蔵食物害虫の発見、朝鮮半

島における最古の雑穀資料の発見などの重要な
成果を挙げることができたことに代表される。 
しかし、土器圧痕を用いた研究の理論や方法

については十分な議論がなされておらず、圧痕
法（レプリカ法を含む圧痕の各種検出法の総合
名称）の学問的定立が急務とされた。圧痕とし

て出てくる資料（種実や害虫）の質的・量的意
味、各種検出法の限界とその克服のための方法
の開発などは、本研究が「発見段階」から「評

価段階」へ移行する、きわめて重要な過程であ
り、さらに発展していくための避けては通れな
い布石でもある。 
 
２． 研究の目的 
 本研究は、先の科研研究で十分に果たせなか

った、以下の２つの問題を明らかにすることを
目的とする。 
 課題①：東アジアおよび日本列島における初

期農耕遺跡の栽培関連資料を確実なもとする。 
 課題②：圧痕法の研究法としての問題点を抽
出し、学問的基盤を確立する。 
 
３． 研究の方法 
（１）圧痕調査 
モンゴル・ロシア・中国・日本を含む地域を

4 つのゾーンに分け、初期農耕遺跡を中心に、
表出圧痕調査の後、重要なものについてはＸ線

ＣＴを用いて 3Ｄ像復元を行う。とくにこれま
で調査があまり行われていない、モンゴル、ロ
シア沿海州、韓国、日本（西日本・琉球列島）

を中心に実施する。 
 
（２）理論と技術の開発 
３Ｄ画像検出のために３Ｄマイクロスコープ

やＸ線ＣＴを用いた潜在圧痕を検出し、統計的
分析に耐えうるような精確な圧痕検出率算定の

基準や方法を確立する。また、潜在圧痕の検出

方法の開発を行う。さらには圧痕同定の基礎と
なる同定基準の作成、プラントオパールとの関
連性の追求、コクゾウムシの進化過程と害虫化
プロセスの研究などを行う。 
 
４． 研究成果 
（１）課題①に関連する成果 
①モンゴルにおける雑穀種実圧痕の検出 
モンゴルにおける匈奴の土器から多数のキビ

を中心としオオムギ（図１）やイネ科雑草なの

種実圧痕を検出でき、匈奴の穀物食の高さ、引
いては栽培の可能性を実証的に証明できる資料
を得ることができた。これら雑穀の混入経路推

定のため、雑穀圧痕の形状や組成を分析し、風
選後の有粰果が土器製作場の周辺に保存されて
いた、もしくは穀物加工の場において土器作り

が行われた可能性が明らかになった。 

 

 
図１ モンゴル匈奴土器（上）とその圧痕（下） 

 
 ②朝鮮半島における初期農耕の研究 
 韓国南部の早期～前期の新石器時代遺跡、東

三道貝塚、凡方貝塚、凡方遺跡、飛鳳里遺跡の
圧痕調査の成果を受け、初期農耕（雑穀農耕）
の受容のプロセスに関する研究を発表した。こ

れまで新石器時代中期からと考えられてきた雑



穀農耕の開始が早期末から前期に遡ることを明
らかにした。 
③琉球列島における雑穀種実・コクゾウムシ

圧痕の検出 
 沖縄本島の穀物栽培流入期を探るためグスク
時代の遺跡の調査、貝塚時代早期の遺跡の調査
などを行った。この結果、アワを軸とした雑穀

はグスク時代に流入してくること、それ以前に
おいては、コクゾウムシが検出され、堅果類の
利用の可能性が高いものと判断された。またグ

スク土器のＸ線ＣＴ撮影によって、多量のアワ
を混入した土器を検出し、農耕の流入が漸次的
ではなく急激に行われた可能性が予想された。 
 ④九州縄文時代の大陸系穀物の流入時期の絞
り込み 
 九州地域における縄文時代から弥生早期の圧

痕調査の実施と、これまでの圧痕調査の成果の
整理から、日本列島における大陸系穀物の流入
時期は縄文時代晩期後半～末の黒川式土器新段

階以降であること、それ以前はマメ類栽培が軸
であったことなどを明らかにした。 
 
（２）課題②に関連する成果 
 ①寒冷地におけるコクゾウムシ圧痕の発見 
青森県三内丸山遺跡（図２）や富山県桜町遺

跡・平岡遺跡など寒冷地においてコクゾウムシ
が存在することを立証した。これらがドングリ
やクリなどの貯蔵堅果類を加害した害虫であっ

たこと、そしてその拡散に人為的食料の運搬が
あったことを立証した。さらには北海道南部に
もコクゾウムシが存在することを突き止め、上

記拡散仮説を立証した。これについては現在も
調査中である。 

 
図２ 三内丸山遺跡のコクゾウムシCT画像 

 
②多量のコクゾウムシ圧痕およびゴキブリ卵

鞘圧痕の発見 
宮崎市本野原遺跡における 18 万点におよぶ

 

図３ コクゾウムシ圧痕の年ごとの検出数 

 

図４ 本野原遺跡のコクゾウムシ圧痕土器 

 
土器片の調査の結果、全国で検出されているコ
クゾウムシ圧痕数（51遺跡352点）（図３）の
およそ半分の173点のコクゾウムシ圧痕（図４）

を検出でき、他の遺跡においても徹底的な悉皆
調査を行えばその数はさらに増えることを確信
した。また、軟Ｘ線を使用して圧痕を検出した

例もたくさんあり、本手法による潜在圧痕の探
査の必要性を痛感した。また、本遺跡ではクロ
ゴキブリと思われるゴキブリの卵鞘の圧痕2点

も検出でき、家屋害虫化過程の追及のために本
手法が有効であることを立証した。 
③カラスザンショウ果実の殺虫剤・防虫剤と

しての可能性 
圧痕として多量・頻出するその出土状況から

みて、カラスザンショウの人為的な利用が想定

され、文献調査やサンショウ属種実の化学分析
を行い、その防虫剤や殺虫剤としての利用の可
能性を検討した。これに関しては現在も研究継

続中である。 



④軟Ｘ線・Ｘ線ＣＴを使用した圧痕検出法の
開発と種実多量混入土器の証明 
富山県平岡遺跡・小竹貝塚、沖縄県溝原貝塚

をもとに、軟Ｘ線による潜在圧痕の検出とＸ線

ＣＴによる３Ｄ像作成と破壊法によるレプリカ
作成などを併用した圧痕の悉皆調査・検出法を
開発した（図５・７）。また、（小型）種実や昆

虫の偶然の混入もしくは人為的混入の判別の方
法を提示した。これによって、とくに縄文時代
における栽培種実混入行為については栽培植物

の豊穣への祈願や感謝の表現であると判断した
（図６）。 

 

図５ 圧痕の悉皆調査法（熊大方式） 

 
図６ 小竹貝塚検出のエゴマ入り土器 

 

 図７ 軟X線画像とCT画像の比較 
 
（３）一般への公開 
 ①一般向けの図書の刊行 
これまでの研究成果を一般向けの歴史の書物 

（歴史文化ライブラリー416『タネをまく縄文 
人』吉川弘文館 2016）として刊行した。 
 ②公開シンポジウムの開催 
 2016年2月14日、福岡市博物館講堂におい
て、研究成果公開シンポジウム『いま、圧痕が
面白い！』を開催し、これまでの研究の成果を

一般市民、研究者向けに公開した。 
③一般向け雑誌・マスコミへの公表 

 研究成果は随時、マスコミにリリースしたり、

一般向けの雑誌に投稿した。宮崎市本野原遺跡
における「全国最多のコクゾウムシ圧痕」、「ク
ロゴキブリの卵発見」、富山県平岡遺跡・小竹貝

塚の「エゴマを混入した土器」などは、全国紙
および地方紙などで報道された。 
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